
●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。
●販売時間・休館日
10：00～19：00  月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ ò0570－02－9999

いろいろな会員特典があります。
（年会費2,000円）
①チケットの優先予約②チケット

の割引（１公演２枚まで）③チケッ
トの無料送付（口座振替ご利用の方）
④レストランの割引
入会即日から優先予約もできま

す。くわしくは芸術文化センターへ。
※「広報みたか」４月６日発行号のチ
ケットインフォメーションで、７月

20日À井心亭100夜スペシャルの発
売日を、誤って一般／４月23日Œと
掲載しました。正しくは一般／４月
25日–です。お詫びして訂正します。

「人生はこれからだ¿～素敵なお年
寄りが主人公の映画特集」
昼の部　11:00開演
夜の部　16:00開演
各回２本立て／完全入替え制
全席指定　会員＝900
一般＝1,000 学生＝800
５月17日—
◆「こころの湯」（1999年・中国
92分） 北京の下町の銭湯が舞台に、
家族や親子の絆、町の人々とのふれ
あいを描く心温まる人間ドラマ。
◆「山の郵便配達」（1999年・中国
93分） 中国南方の険しい山岳地帯
で郵便配達を続けてきた初老の男
が、仕事を息子に引き継ぐことに。
中国のアカデミー賞にあたる金鶏賞
で、作品賞、主演男優賞を受賞。
６月14日—
◆「歌え¿フィッシャーマン」
（2001年・ノルウェー　105分） 実

存する平均年齢60歳の男声合唱団が
歌う力強い曲に乗せて、団員の生活
や仕事ぶりを紹介するドキュメンタ
リー。ノルウェーでは国民の７人に
１人が見た奇跡の大ヒット作。
◆「約束／ラ・プロミッセ」（2000
年・仏　89分） 小児がんに冒され
ている10歳の少年と、病院内で寝た
きりの老人との心の交流。ベテラン
俳優ミシェル・セローの抜群の存在
感と少年の愛らしさが印象的。
７月12日—
◆「ノーバディーズ・フール」
（1994年・米　110分） 心を閉ざす
土木作業員のサリー（ポール・ニュ
ーマン）を主人公に、小さなコミュ
ニティーでの人と人とのふれあいを
優しく描き出す。大家役のジェシ
カ・タンディの遺作ともなった作
品。
◆「ストレイトストーリー」（1999
年・米　111分） 鬼才デヴィッ
ト・リンチ監督による、これまでの
作風とは全く異なった、シンプルで

心温まるロ
ード・ムー
ビー。時速
８㌔のトラ
ク タ ー で
560㌔離れ
た兄の元へ
向かう老人

の実話をもとにした物語。

作・演出　わかぎゑふ
日程

全席指定
前売　会員＝3,200／一般＝3,500
当日　会員＝3,500／一般＝3,800
出演：及川直紀　朝深大介　野田晋
市　生田朗子　藤谷みき　千田訓子
ほか
リリパットアーミーⅡの座長、わ

かぎゑふの演劇ユニット、ラックシ
ステム。関西に暮らすある一家の３
姉妹が結婚をしていく何年間かをド
ラマチックにおもしろおかしく描き
ます。

一般発売日／４月22日Õ

８月２日—19:00開演
全席指定　会員＝3,150
一般＝3,500 高校・大学生＝2,000

小・中学生＝1,000
「ジェゴグ」はインドネシア・バ

リ島西部に古くから伝わる、大型の
木琴のような竹製打楽器。「スアー
ル・アグン」はジェゴグのアンサン
ブルのグループです。ジェゴグのや
わらかい重低音の響きは、胎児が聞
く心音のような安らぎを感じさせる
といわれ、一方で「ムバルン」と呼
ばれる対抗演奏では演奏者が２チー
ムに分かれてすさまじい音の「闘い」
を繰り広げます。

◆バリ舞踊 体験ワークショップ
スアール・アグンのリーダー、スウ
ェントラさんによる舞踊基本レッス
ン。コンサ―ト前にバリ島気分を先
取りしてみませんか。対象は小学校
４年生以上の初心者の方。
ë８月２日—14:00～15:30、三鷹市
公会堂別館３階で。参加費2,000円。
�ほかの公演と同様にチケットをお
求めください。先着20人。なお、
「スアール・アグン」公演のチケッ
ト購入者は、このワークショップの
見学ができます。

２００３・４・２０ 安田市長退任あいさつ　ジブリ美術館　グラフ三鷹　�広報

「広報みたか」は三鷹市シルバー人材センター会員がお届けしています。 ≥シルバー人材センターò48－6721

「
地
名
」
を
キ
U
ワ
U
ド
に
三
鷹
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
…
地
形
や
人
々
の
暮
ら
し
が
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

「
グ
ラ
フ
み
た
か
」
第
15
号
で
は
、「
地

名
」
を
特
集
。
地
名
を
元
に
し
た
中
原
の
紹

介
、
地
名
レ
ッ
ド
デ
U
タ
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、

中
級
者
に
は
地
名
基
礎
語
ガ
イ
ド
を
用
意
、

想
像
力
は
み
な
さ
ん
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

特
集
２
は
調
査
が
進
む
「
島
屋
敷
」
に
つ

い
て
で
す
。
記
録
が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
世
の

三
鷹
市
で
、
あ
の
柴
田
勝
家
の
一
族
が
住
ん

だ
「
島
屋
敷
」
は
ち
ょ
っ
と
異
色
の
存
在
で

す
。
不
明
な
点
だ
ら
け
で
す
が
、
調
査
報
告

今
月
29
日
を
も
っ
て
市
長
の
任
期
を
満
了

し
、
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
期
12
年
の
任
期
中
に
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
お
約
束
し
た
公
約
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
て
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

振
り
返
る
と
、
私
が
市
長
に
就
任
し
た
平

成
３
年
以
来
、
任
期
中
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の

崩
壊
を
受
け
て
、
ず
っ
と
厳
し
い
財
政
状
況

の
下
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
試
練
は
新
た
な
可
能
性
を
与
え

て
く
れ
る
―
―
こ
の
12
年
間
、
私
は
そ
う
考

え
て
、
市
政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
新
た
な
可
能
性
を
求
め
て
、
行
政
改
革

を
積
極
的
に
進
め
、
職
員
定
数
を
削
減
す
る

と
と
も
に
、
民
間
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、

「
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
」
の
開
館
や
、

学
校
イ
ン
タ
U
ネ
ッ
ト
の
実
験
事
業
、「
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

み
た
か
」構
想
の
推
進
、

公
設
民
営
の
保
育
園
の
開
設
な
ど
、
財
政
支

出
を
極
力
抑
え
な
が
ら
、
規
制
の
多
い
日
本

社
会
の
中
で
、
い
か
に
創
意
工
夫
に
満
ち
た

新
し
い
施
策
の
展
開
を
図
る
か
に
腐
心
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
自
治
体
経
営
と
い

う
視
点
か
ら
新
し
い
方
向
性
を
示
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
に
は
、
新
し
い
三
鷹
市
の

基
本
構
想
と
第
３
次
基
本
計
画
が
確
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
が
素
案
を
作
成
す
る
前

を
前
に
再
現
を
試
み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、「
ピ
ナ
ツ
ボ
復
興
む
さ
し
の

ネ
ッ
ト
」
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
「
レ
ン
ズ
屋
」
の
永

田
信
一
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
み
た
か
第
15
号
は
、
市
役
所
、
市

政
窓
口
、
図
書
館
、
社
会
教
育
会
館
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

◆
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
U
あ
り
ま
す

「
グ
ラ
フ
み
た
か
」
の
バ
ッ
ク
ン
バ
U
を

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

◇
特
集
「
学
校
に
い
こ
う
」「
天
文
台
ワ
U

ル
ド
」「M

IT
A
K
A
S
T
A
T
IO
N

」「
三
鷹

の
住
宅
史
」「
井
の
頭
公
園
」「
三
鷹
―
戦
後

50
年
史
」
ほ
か

※
在
庫
の
な
い
号
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
く
わ
し
く
は
広
報
課
ò
内
線
２
１
３
３

（
市
役
所
３
階
）
へ
。

連
日
大
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

る
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
の

入
館
者
が
、
４
月
３
日
、
平
成

13
年
10
月
１
日
の
開
館
以
来
449

日
目
で
100
万
人
に
達
し
ま
し

た
。100

万
人
目
に
な
っ
た
の
は
両

親
と
一
緒
に
来
館
し
た
名
古
屋

市
中
川
区
の
加
藤
千
奈
津
ち
ゃ

ん
（
４
）
と
将
仁
ち
ゃ
ん
（
８
）

の
兄
妹
。
２
人
に
は
美
術
館
の

宮
崎
吾
朗
館
長
か
ら
「
千
と
千

尋
の
神
隠
し
」
の
セ
ル
画
や
美

術
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
記

念
品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

★スアール・アグン

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）
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●ラックシステム「お見合」

三鷹市公会堂

チケットのお求め方法

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

★印の公演には託児サービスがあ
ります。１歳半～未就学児対象、
要予約（定員10人）。料金500円。

芸術文化センター星のホール

●ＣＩＮＥＭＡ　ＳＰＥＣＩＡＬ

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

退
任
に
あ
た
っ
て

市
長

宮崎吾朗館長（左）から記念品を渡さ
れ、大喜びの２人

1996年（平成８年）６月
ドイツで行われた国際自治体シン
ポジウムで講演

1999年（平成11年）９月
ＩＴ先進教育の全国ネットワークセンターがオープン

1998年（平成10年）４月
筑摩書房と共催で「太宰治賞」を復活

1995年（平成７年）から
学校図書館を全小中学校22校に整備

1997年（平成９年）11月
ワークショップ「丸池復活プラン」の提言

特
集
１
「
地
名
の
あ
る
風
景
」

特
集
２

島
屋
敷[

中
世
・
近
世
編]
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三鷹の森ジブリ美術館

の
白
紙
の
段
階
か
ら
市
民
が
プ
ラ
ン
を
作
成

し
提
言
を
行
う
と
い
う
、
全
国
的
に
も
例
の

な
い
新
し
い
形
で
の
市
民
参
加
を
得
て
策
定

し
た
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
、
自
治
体
経
営
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
三
鷹
市
の
方
向

性
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
行
政
の
役
割
を
、

こ
れ
ま
で
の
直
接
的
な
サ
U
ビ
ス
提
供
か
ら

総
合
的
な
コ
U
デ
ィ
ネ
U
ト
機
能
を
重
視
し

た
あ
り
方
へ
と
転
換
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
人
材
や
民
間
活
力
、
自
然
、
文
化
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

積
極
的
に
推
進
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

今
、
厳
し
い
経
済
不
況
が
続
く
中
で
、

人
々
の
中
に
、
経
済
的
成
長
を
追
う
単
一
の

価
値
観
か
ら
多
様
な
価
値
観
へ
と
向
か
い
、

地
域
社
会
に
目
を
向
け
る
動
き
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
を
見
る
と
、
三
鷹

市
の
未
来
に
向
け
た
方
向
性
が
遠
か
ら
ず
時

代
に
マ
ッ
チ
し
、
大
き
く
花
開
い
て
、
新
た

な
市
民
社
会
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

３
期
12
年
間
の
任
期
中
に
、
こ
の
よ
う
な

流
れ
の
基
礎
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
、市
役
所
入
庁
以
来
、行
政
に
か
か
わ
っ
て

き
た
者
と
し
て
、
こ
の
上
も
な
い
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
の
市

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

三
鷹
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
武
者
小
路
実

篤
さ
ん
の
言
葉
に
、「
こ
の
道
よ
り
我
を
生
か

す
道
な
し

こ
の
道
を
歩
く
」と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
私
は
、
半
世
紀
近
く
に

わ
た
っ
て
三
鷹
市
で
地
方
自
治
一
筋
に
生
き

て
き
た
わ
け
で
、
今
、
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。

長
い
間
の
協
力
に
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
、三
鷹
市
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
っ
て
、

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


